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( )  

本部 〒164- 0001 東京都中野区中野 2－11－6 丸由ビル 3 階 

電話０３－６３０４－８２１２ ／FAX０３－６３０４－８２１３ 

  Eメール info@syobunkyo.org  

   ホームページ http s://www.syobunkyo.org  

付属書写書道専修学院 

本部中野校 本部に同 

多摩支部校（東京都羽村市）、川崎校（神奈川県川崎市） 

ֵ 

ֵ gaxtupei  

ֵ 

ֵ 

 ֵ

 ֵ 

mailto:info@syobunkyo.org
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↔   

ה  

ה    

       ⅛╠ ╕≢ ≢ 

 │ 3 ┬╡⌐ 7 ─ ╩⁸ 

6 3 ⅛╠ 5 ╕≢⁸™≈╙─ ≢כꜞꜝꜗ◑╢№⌐

⇔╕∆⁹ │↓─ ⌐↔↨™╕∆─≢↔ ™√∞⅝⁸≢

⅝╣┌−└⅔ ⅛↑ↄ∞↕™⁹ 

 ≤™ⅎ┌⁸ ─ ┘─ ≢╙ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

│⁸ ↕™ ≢╙ ⌐ ⇔╘╢ ╩⇔≡™ 

╕∆⅜⁸ ≤⌂╢≤╛│╡ ─ ⅜∫√ ─ ≤™ⅎ╢≢⇔╟℮⁹

⅜ ─ ≤⌂∫≡™╢─╙∕℮⇔√↓≤⅛╠≢∆⁹ 

 ⌐ ™√ ─ ─ ◖ⱷfi♩╩ ╪≢╙⁸ ↄ─ ⅜ ╩╖∫∟╡

≤ ⅎ≡⅝√─⅜ ⅛╡╕∆⁹∕⇔≡⁸ ↄ↓≤─ ⇔╖╩ ⌐ ⇔≡™╢─

╙ ⇔≡™╕∆⁹ 

 ≢⁸ │╕∏│ ─ ⅛╠ ╩≈ↄ╢↓≤⅜ ≢∆⁹↓

─√╘⌐ │ ─ ┘╩ ╘≡™ↄ√╘─ ≤⇔≡⁸

╩ ⁸∕─√╘─♥◐☻♩╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

 ∕─ ⌂ ⅜⁸ ─ ┘╩ ⇔√ ( ) ≢∆⁹120─

╩ 15 ─♥◐☻♩⌐ ⇔≡ ─ ≤⇔≡™╕∆⁹ ⌐ ∂≡ ╡ →╢

⁸ ℮ ⌂≥⌐ ╩ ╠⇔≡™╕∆─≢⁸ →╢─⌐ ⅜⅛╡╕∆⅜⁸

─ 15 ∟℮─☼כꜞ◦ 11 2 ╕≢ ╕⇔√⁹ ╕≢№≤

⁹ ⌐ ↕╣√ 11 ╩ ≢ ⇔≡™╕∆⁹ 

⁸ ⌐ ™≡⁸™╟™╟ ⅜ ╕╡╕⇔√⁹  

╪≢™√∞⅝⁸ ⌐♅ꜗ꜠fi☺⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 ≤↓╤≢⁸ ─ ─◓ꜝfiⱪꜞ│⁸ ─ 

™⅛⌂ ╩ ⇔√╙─≢⇔√⁹ │ ─ 

™ ─ ⌐ ┬≤ ╦╣⅜∟⌂ ⌐⁸⅛⌂  

╩ ⌐ ⌐╕≤╘√╙─⇔≡⁸ ╙ ↄ≡  

⇔≡™╕∆⁹ 
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7 ╩  
6/ 3 6/ 5⁸  כꜞꜝꜗ◑fi♦כ●

 ─ ≢ 2 ⁸ ≢⅝⌂⅛∫√ ╩⁸ ─ ⅜ ╠

╣≡™╢↓≤⌐ ╖⁸ ⇔┬╡⌐ ⇔╕∆⁹ ⁹╙∟╤╪⁸ │

™√⇔╕∆⁹ ─ ™⌐№╡╕∆ ⌐⁸−└⅔ ⇔ↄ∞↕™⁹ 

2- 770 TEL 0428- 78- 8210 

   ▪◒☿☻ 

JR ⅛╠ 3 ⁹JR ⅛╠Ᵽ☻╙ ≡™╕∆⁹      

2022. 6/ 3 6/ 5  

11 ⅛╠ 4 ╕≢⁹ ─ 5 │ 2 ╕≢⁹ 

3 ─√╘⁸ ה │ 

─╕╕≢∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           4 ─  

◖ⱷfi♩  
 7 ≢ ╩ ↑√ 7 ─ ⌐⁸ ─◖ⱷfi♩╩ ™≡

⅝╕⇔√⁹ ─ ⅛╠⁸ ∆╢⌂≥ ─ ╩ ╣↕∑≡™√∞⅝╕⇔√⁹

│ ⌐№╡╕∆⁹ │⁸ ↄⱱכⱶⱭכ☺⌐ ≢∆⁹↔ ↕™⁹ 

Ợ    

 ₁⌐ ╩ ⅝√™≤ ™⁸ ╩ ⇔╕⇔√⁹ ™ ─ ⌐№╢ ⇔

↕╛ ↕╩ ∆╢↓≤⁸ ─ ╩ ⇔≡ ╩ →╕⇔√⁹ ╩

∆╢ ≢№╢√╘⁸ ⅝ →√ ⌐│ ≢™∫┐™≢⇔√⁹ ╟╡

⌐ ™ ╘⁸ ⅜≈↑┌ ╩ ╘≡ 20 ⇔╕⇔√⁹ ╛ ⌂≥ ₁⌂

─ ⅜№╡╕⇔√⅜⁸∕─ ≢ ≢⅝√↓≤╩ ╡⌐ ∂╕∆⁹↔ ⇔

≡ ↕╢ ╛ ─ ⅎ⁸ ⇔ ⅎ╢ ─ ─⅔⅛→∞≤

⇔≡⅔╡╕∆⁹ ╙ ─ ┘─ ≢№╢ ╩ ⌐⇔⁸ ⇔

≡ ╡╕∆⁹ 

│⁸ 5ה4 ⌐  
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Ợ ה  3  

 ⅜ ╩ ↑╢⅛≥℮⅛ ╪≢™╢ ⁸№╢ ⅛╠▪♪Ᵽ▬☻╩ ⅝╕⇔√⁹

⌐≤∫≡ │ ⌂╙─≢№╢≤⁸│∫≤ ⅛↕╣╢╙─≢⇔√⁹ │ ╩

─ ≤⇔≡ ₁≤ ≢⅝╢⁸∕╪⌂ ⅜№╢∞↑≢╙ ╠⇔™↓≤≢

╩╛∫≡™⌂⅛∫√╠∕╪⌂╙─⌐╙ ⅎ⌂ 

⅛∫√≤ ∫≡™╕∆⁹∏∫≤ ⌐ ╣≡™⌂ 

⅛∫√ ╩ 1 ⌐⌂╡ ─ ⅝ ╘≢ ⇔ 

┬╡⌐ ∫√ ⁸ ─ ⅜ ⌐ ╖╕⇔√⁹ 

≢ ╘≡ ╘≡™√╠∕╪⌂ ≤ ⅝  

ⅎ≡⌂⅛∫√─≢ ╩ ⅎ≡ ↕∫√ ⁸ 

⌐≤≡╙ ⇔≡⅔╡╕∆⁹ 

↓╣⅛╠╙ ⌂╙─≤⇔≡∕⇔≡╕∞╕∞ 

╩ →⁸ ≤ ⅝ ∫≡™⅝√™≤  

™╕∆⁹ 

    

Ợ ▪☺▪☻כⱡה  2  

 │ ╩ ⌐⇔≡ ╩ ↄ≤ ╦╣╕∆⁹⇔⅛⇔⁸ ─ ↑ ╛ ─

─ ╩ ≢ ╡ →╢↓≤╙ ≢∆⁹ ⅛╠ ╩ ⅝ ╘╕⇔√⅜⁸

─ │ ╩ ≡ ™≡™╕⇔√⁹ │ ≢ ⅜⌂™ ≢⁸™≈╙

⌐ ⅜⌂™ ╩ ™≡⇔╕℮↓≤⅜ ™≢∆⁹ ↕╣≡╙ ─ ╩

╗↓≤⅜≢⅝⌂⅛∫√─⅜ ≢⇔√⁹∕╣≢╙ ╩ ↄ↓≤│ ⇔™≢∆⁹

╩ ∆↓≤│⁸ ─ ╩ ╡ ╢↓≤─≢⅝╢ ─ ≢№╡⁸ ≢№╢≤

™╕∆⁹ 

 ↓╣⅛╠╙ ╩ ⇔⁸ ₁ ⇔≡ ╡╕∆⁹ 

 

Ợ  ₁ ה 2  

 ≢│ ╩ ⇔⁸ ─ ⅛╠ ₈ ₉╩ ⅎ≡™√∞⅝

╕⇔√⁹ ⌐ ≢ ↄ◘▬☼⅛╠ ╕╡ ≢ ⌐ ≢ ↄ ╕≢

⇔╕⇔√⁹ 

 ⁸ ⅛╠ₐ ₑ⌐↓─ ≢ ⇔⁸ ╩ ⇔

∫√ ™≢⇔√⅜ ∫√ ⌐│ ⅜╡╕∑╪≢⇔√⁹ 

∕╪⌂ ⁸ₐ ₑ⅜№╢≤ ─ ⅛╠ ⅝⁸╙℮

↓─ ≢ ⇔√™≤ ™╕⇔√⁹↓─ │⁸ ─ ╩⇔∫⅛╡ ⌐

ⅎ⁸ ⌐ ╢ ≢ ⅝ →╕⇔√⁹ ╕≢ ╘∏ ⅝ ⅎ√↓≤⅜ ─

⌐ ⅜∫√─∞≤ ™⁸ ╩ ™√≤⅝│ ⌐ ⇔⅛∫√≢∆⁹ 
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Ợ ה  2 1  

 ─ │⁸ ⇔╖⌐⇔⌂⅜╠ ™⌐ ↑╕⇔√⁹⌂−⌂╠⁸ │⁸ ╛

≢╙ ⌂ ⅝ ⅜ ≢∆⅜⁸ ⌐─┘─┘ ↑╢▬ⱷכ☺─ ∞⅛╠

≢∆⁹ 

 ╕√⁸ ≢│ ╙ ℮╙─⅜ ⅎ╕∆⁹ ↄ≤ ↄ╒≥←⌡←⌡─ ╙

≢│ ∫≡╙™⌂™ ╩ ⇔≡ↄ╣╕∆⁹ ─ ⅝╛ ™≢ √ │⁸

⌐ ╢╙─≢╙⌂ↄ⁸ ↄ ≢ ∂ ⅜ ╢≤│ ╠⌂™─≢⁸∕℮™℮ ⅜

√ ≥₉כ◐♇ꜝ₈│ ℮≤™™╟⁸≤ │ ™ ─↓≤╩ ⅎ≡ↄ╣╕∆⁹ 

 ∕─╟℮⌂ ≢⁸ ╛ ╩ ∫≡™╢ ↕╪─ DVD╩ √↓≤╩ ™ ⇔╕

⇔√⁹↓╣⅛╠ │⁸ ≈└≤≈⁸ ™∫╔╪⌐ ™╩ ╘≡ ∫≡ↄ╣√

↕╪╛⁸ ─ ≤⌂╢ √∟⌐╙ ⇔≡ ™≡™⅝√™≢∆⁹ 

 

Ợ ה  2 5  

 ≤│Ν ∞╤℮ ≤ ═≡╖╕⇔√⁹ₐ ─  

╩ ≡ ℮↓≤╩ ≤™℮ₑ ⌐≈™≡╙ ═╢℮ 

∟⌐⁸™╤╪⌂ ─™╤╪⌂ ╙ ⌐∆╢↓≤⅜≢⅝ 

╕⇔√⁹ ⅜ ⌐≥℮╛∫≡ ╦∫≡⅝√─⅛⌂≥⁸ 

─ ≢╙ ╪≢™╕⇔√⅜⁸↕╠⌐ ↄ ╢↓≤ 

⅜≢⅝╕⇔√⁹ ⌐ ⅜№╢╓ↄ⌐≤∫≡⁸ ╓ↄ 

√∟⅜ ™≡™╢ ╛⁸ ⌐│↓╪⌂ ⅜№∫√ 

↓≤⌐⁸ ⇔™ ╩∆╢↓≤⅜≢⅝╕⇔√⁹ 

 │ ⌐⌂╡⁸ ─ ≢∆⁹ ₁─  

╖ ⌡⁸ ∆╢↓≤⁸∕⇔≡™≈╙↔ ↄ∞↕╢  

┼─ ╩ ╣∏⁸↓╣⅛╠╙⅜╪┌╡√™≤ ™ 

╕∆⁹           ─₈ ₉  ќ 

                

Ợ ה  2  

 ╕≢ ─ │⇔√↓≤⅜⌂⅛∫√─≢⁸ ╘≡─ │ ≢╙№╡⁸ ⇔

™╙─⌐ ∆╢꞉◒꞉◒ ╙№∫≡⁸ ™≡™ↄ℮∟⌐ ─ ┘╛ ─≤╡⅛√⁸

─Ᵽꜝfi☻─ ⇔↕⁸ ╛ ─ ⌐ ╛ ₁⌂ ⅜ ∆╢↓≤╙ ╡

╕⇔√⁹ 

 ─ ⇔↕╩ ∂⌂⅜╠╙⁸ ─ ⅜╡╩ ⌐ ╩ ⇔≡ ╩ ↄ≤

№∫≤™℮ ⌐ ⅜ ⅞⁸ ⅜─╘╡ ╪≢™ↄ ╟↕╩ ∂└√∆╠ ⇔

╩ →√ ⁸↓─╟℮⌂ ╠⇔™ ╩™√∞⅝ ™≡™╕∆⁹ 

│ ⌐⌂╡⁸ ╛ ≢╙ ⅜ ─⅔ ⅜≢⅝╢─

≢⁸ ─ ╩ ⅛⇔≡ ⇔√™≤ ™╕∆ 
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( ) ─↔  
 ╟╡ ( ⁸ )─ ⌐↔ ↄ∞↕™╕⇔≡ ℮↔

↨™╕∆⁹ ה ╩↔ ⇔╕∆⁹ ╢╟⌐Ɑfiה

│⁸ ⅜ ≤ ⇔≡⅔╡╕∆⁹ ⇔ↄ⁸ ⇔™ ─ ה

│ ─ →╢ ≢∆⁹⅝∟╪≤ ╩ ↑╢↓≤│⁸ ▪♇ⱪ⌐╙≈

⌂⅜╡╕∆⁹ 

 │⁸ ─♥◐☻♩─ ⌐≈™≡ ≢ ┘⁸ ╩

⇔≡™√∞ↄ╙─≢∆⁹ ─ ≤ ⌐⁸꞉fiⱳ▬fi♩ ⇔√ ╩⅔ ⇔⇔╕

∆⁹ ─ ╖ ⌐ ∂≡⁸ ╙ ↕╣ ╖⌐⌂╡╕∆⁹ ⌐∕─ ╩╕

≤╘╕⇔√⁹ 

│ ╩ ∂≡ ™╕∆⁹╕√⁸ │⁸ ⌐ ╩ ╢

↓≤≢ ⇔≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹♥◐☻♩₈ⅎ╪├≈הⱭfi ₉⌐

≈⅝╕⇔≡│⁸↓─╒≥ 11 ╩ ™√⇔╕⇔√⁹∕─ ╩ ⌡≡⁸ ↕∑

≡™√∞⅝╕∆⁹ 

 ↔ ↄ∞↕™╕∆╟℮⁸╟╤⇔ↄ⅔ ™ ⇔ →╕∆⁹                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 
 

  ₐ ₑ─  

  ♥◐☻♩ₐⅎ╪├≈הⱭfi ₑ 

 １課題合格ごとに合格シールが発行されます。合格シール

帳の該当の箇所に貼り、記録をつけます。テキスト１課題№

8 まで合格すると７級が取得できます。 

 本検定受験者であれば、課題の合格が飛んでしまっても、

それぞれの番号のテキスト最後課題を特別認定試験として受

験すれば、級の認定を受けることもできます。 

 テキスト１ 課題№ 1～ 8 ７級…小１ 

 テキスト２ 課題№ 9～16 ６級…小２ 

 テキスト３ 課題№17～24 ５級…小 3 

 テキスト４ 課題№25～32 ４級…小４ 

     ・      ・  ・  ・ 
     ・      ・  ・  ・ 
     ・      ・  ・  ・ 
     ・      ・  ・  ・ 
 

╢ⅎ╠╙⅜ꜟכ◦┘℮╒↔  

検定作品１課題提出ごとにごほうびシールが 

１枚もらえます。もらったシールを台紙に貼り、 

何枚かたまるとごほうびと交換できます！ 

 

 合格ラインは 60 点です。学んだことが

頭にあっても文字となって全て現れるの

は難しいことです。完璧を求めるのでな

く、評価の観点の達成 60％が合格評価と

なります。 

─  

７級 止める・はらう・はねる、濁点 

６級 画と画の間、句読点 

５級 へんとつくりの組み立て方  

４級 漢字とかなの大きさ 

ה ─  

 受験すると合否に関わらず、作品は返却

されます。ワンポイント指導が書き込ま

れ、評価の観点が添付されます。 

 
 

 
 

◦

ꜟ 
 

◦

ꜟ
10

(
) 

◦

ꜟ
20

(
) 



7 

 

( )  
 ( ) ⁸ ה  

⁸    

⁸ ⁸ ה  

│ ─ 6 ℮⁹ ─ 20 ╕≢⌐ ≢ ⁸

╩ ⌐ ≤꞉fiⱳ▬fi♩ ↕╣√ ╩ ─√╘

∆╢⁹ 

⁸  

─ ≢⁸ ⌐ ∫√ ╩ ⇔⁸ ╩ ∏

⌐ →╢⁹ ─ ─ │⁸♥◐☻♩ ─ ╩ ─↓≤⁹ 

⁸  

3  4 6  7 9  10 12  13 15  

500  550  600  650  700  

11⁸ ─ ⁸Γ ┘ Δ№╡ 

⅜ 3 ≢☻כ◔─≈ ╦╣╢⁹ᵑ ⁸

⅛╠ ⌐ ∆╢ ᵒ ─ ⅛╠

⌐ ∆╢ ᵓ ╩ ╘≡™╢ ─ ⅜←╪≤ ┘√ ⁸

≢№╢⁹↓╣│Γ ┘ Δ╩ ╘╢↓≤≢№╡⁸ᵓ─ │⁸ 2 ꜝfi◒

╕≢≤⌂╢⁹  

 

 

 

 

 

 

♥◐☻♩ 11 ╩  
 │↓─╒≥⁸₈ⅎ╪├≈הⱭfi 11 ₉╩ ⇔╕⇔√⁹B5

64Ɑכ☺≢ 600 ≢∆⁹ ─ ⁸ ─ │⁸ ⱱ

כꜙ♬ⱷ─☺כⱶⱭכ ₈ ₉⅛╠ⱪꜟ♄►fi ↕╣╢ ה ─

⅛╠↔ ↄ∞↕™ ™∏╣╙ ≢∆ ⁹ 

 ♥◐☻♩│ 15 ⁸≢☼כꜞ◦ 11 ╕≢ ↕╣≡™╕∆⁹

≢ ↕╣≡⅔╡⁸1 │ 1 ⁸7 │ 1 ⁸10 │ 1

⁸13 │ ה ≤⌂∫≡™╕∆⁹ ╡ →╢ ⁸ ⁸

⌂≥ ⇔ↄ│ ⱱכⱶⱭכ☺╩↔ ↄ∞↕™

https://www.syobunkyo.org  

  ╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

https://www.syobunkyo.org/


8 

 

⌂≥⌐ ─ ⅜↕╣≡™╕∆⁹ 

 ≤╙ 8 ≢ ↕╣≡™╕∆⁹ 

│ 120 ≢ ↕╣≡™╕∆⅛╠⁸ 

15 ╩ ⇔⁸ ─ 10 ╩ ↕╣╕∆⁹  

│ 20 ⁹ ⇔ↄ│ⱱכⱶⱭכ☺─ⱷ♬ꜙכ 

₈ ה ה ⌂≥₉⅛╠ⱪꜟ♄►fi  

↕╣╢ ╩↔ ↄ∞ 

↕™⁹ 

 ♥◐☻♩│ 1 ⅛╠ ⌐ ╪≢™√∞⅝╕∆ 

⅜Γ ┘ Δ─ ╙№╡╕∆─≢⁸  

╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

 11 ─ 87 ⅛╠│ ⅜ ╕╡╕∆⁹ 

ה ה ─ ≡⌐ ∫≡ ⌐ ╡ ╗ ⌂ ♥◐☻♩≢∆⁹ 

 ↓─ 15 ─☼כꜞ◦ ≤⇔≡⁸ ⅜ ה ─ ≢ ↕╣≡™╕ 

∆⁹ ─ ה ≢╙⁸ ⌐ ⁸ ⅜ ≡╢╟℮⌐ ╠╣≡ 

™╕∆⁹ ╙ ה ─ ⌐⌂╡╕∆⁹ ╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

╡ ⅝─♥◐☻♩ ╙ 
⁸ ה ≢ ⇔≡ ↕╣╢ │⁸ ╡ ⅝ ╙™√⇔╕∆⁹ ⇔ↄ

│ ⌐⅔ ™ ╦∑ↄ∞↕™⁹ 

 

 

 

 

幼児編 

← 上巻 

   下巻 → 


